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【論文】

㟷ᖺᮇのᜊឡ㛵ಀにࡿࡅ࠾ᑐேⴱ⸨᪉␎ࡀᜊேとの㛵ಀ性にཬࡍࡰᙳ㡪

̿+63 ഴྥに╔┠ࡋて̿              

                   藤ᮧ 美月（岩手大学大学㝔⥲合⛉学研究⛉） 

                   ዟ㔝 㞞Ꮚ（岩手大学ேᩥ♫会⛉学㒊） 

Ϩ㸬ࡵࡌࡣに

 ௚者の感情や小さな㡢、わࡎかなගなどあらࡺる่⃭にᩄ感な⧄⣽さん、ᡤㅝ HSP と࿧

にᑐே関ಀに࠼ࡺうか。ᙼらはᩄ感であるがࢁがᏑ在することを知っているだࠎれるேࡤ

いてẼ⑂れしやすいと言われている。この≉ᚩから、HSP は自分をᏲるためにᑐே関ಀ࠾

をᗈく持つことを回㑊する場合もあるだࢁう。そこで本研究では、ᑐே関ಀの㸯つであるᜊ

ឡ関ಀに╔目し、「HSP は௚者と㛢㙐的な関ಀを⠏くことで、よりᜊேに౫Ꮡしやすくな

る」 とண した。このண の上で、ᑐே葛藤の発生時はᜊேとの関ಀ性をኚ容させるᶵ会

となりᚓることから、ᑐே葛藤᪉略に╔目し、HSP のᜊேにᑐする୙㐺ᛂ的な౫Ꮡをᢚไ、

または㐺ᛂ的な౫Ꮡをಁ㐍するᑐே葛藤᪉略について検討する。また、ᜊே࡬の౫Ꮡの在り

᪉がᜊឡ࡬のែᗘや期ᚅともい࠼るᜊឡイメージにどのようなᙳ㡪をཬࡰすのかについて

もేせて検討する。

ϩ㸬ၥ㢟と┠的

��� +63 とࡣ

HSP（Highly Sensitive Person）とは、感ぬฎ⌮感ཷ性（sensory processing sensitivity）
が㧗いே㐩のことをᣦす（上㔝ら㸪2020）。㞵ᐑら（2018）によると、感ぬฎ⌮感ཷ性とは、

⬻に࠾ける様ࠎな感ぬ情報のฎ⌮に関するᩄ感さの程ᗘであり、生ᚓ的なಶேᕪがある。ま

た、感ぬฎ⌮感ཷ性は感ぬ㜈್がపく、感ぬが過ᩄであることを意味する「ప感ぬ㜈」と、

の⪏性のᙅさを意味する「᫆興ዧ性」、㇏かな᝿ീ力と⢭⚄生活を意味する「美的感࡬่⃭

ཷ性」といった 3 つの下఩ᴫᛕからᵓᡂされている。さらに、HSP は඲ேཱྀの 15～20㸣程

ᗘᏑ在すると報告されて࠾り（Aron㸪2002）、HSP が身近なものであることが分かる。

Aron（2002）によれࡤ、HSP の具体的な≉ᚩとして、大ேもᏊどもも共感力があること、

⪽᫂で┤ほが㗦いこと、๰㐀力が㇏かであること、思៖῝くៅ㔜なഴྥがあるということが

ᣲげられる。こういった࣏ジティࣈな≉ᚩを持つ一᪉で、大きな㡢や大㔞の情報にはᅽಽさ

れやすく、่⃭を㑊けようとするഴྥもある。 

HSP のᑐே関ಀについて㉥ᇛら（2017）の研究では、HSP は௚者の感情をᩄ感に感じ取

り、ྲཱྀ けṆめているにも関わらࡎ、自分自身の感情をࢥントࣟールすることがᅔ㞴なため、

生きにくさをᢪ࠼ていることが示၀されている。また、Ṋ⏣(2018）は、HSP は感じる力が

ᙉく、┦手の表情や声のトーンなど言語እの情報も⣽やかにキࣕッࢳするため、௚者といる

ことで⑂れやすいということをᣦ᦬している。

これらのことから、HSP はᑐே関ಀに࠾いてẼ⑂れしやすいということが᫂らかにされ

ている。  

現代行動科学会誌　第40号，51－60（2024）



―52―

���㟷ᖺᮇのᜊឡ㛵ಀについて

まࡎ、㟷年期は心⌮的㞳ஙの時期であり、㟷年はぶ࡬の౫Ꮡ関ಀから㞳れていくとされて

いる（∾㔝㸪2012）。㟷年期のᜊឡ関ಀに関する研究に࠾いては、㟷年期は異性との関ಀに

ᙉい関心を持ち始める時期であり、⤖፧とᐙᗞ生活の‽ഛ期であるとして、㟷年期に࠾ける

ᜊឡ関ಀの㔜せ性についても㏙࡭られてきた（多ᕝ㸪2003）。また、思᫓期に࠾けるᜊឡ関

ಀは┦手を⌮᝿໬したり、∦᝿いを中心とするᜊឡとなるഴྥにある一᪉で、㟷年期に࠾け

るᜊឡ関ಀは஫いに⊂立したᏑ在であることをㄆめ合い、実㝿に異性と交㝿し、ぶᐦな関ಀ

をసっていくとして（ఀ⚟ら㸪2008）、㟷年期はᡂ⇍したᜊឡ関ಀに⛣行していく時期でも

あることがᣦ᦬されてきた。

ḟに、㟷年期に࠾けるᜊឡがཬࡰすᙳ㡪に関する研究について、堀ẟ（1994）は、ᜊேと

の関ಀが῝まるとともに♫会的スキルが㧗くなるഴྥがあることを示၀した。一᪉で、⚄ⷵ

ら（1996）の研究に࠾いては、関ಀにᑐして自分の関୚が㧗く、┦手の関୚はపいという関

ಀ࡬の࣑ࢥットメントが୙ᆒ⾮であるとㄆ知している場合、⢭⚄的೺ᗣがᝏ໬することも

示၀されている。また、ΎỈら（2005）の研究では、関ಀ࡬のホ౯やアイデンティティより

も関ಀが上手くいくかどうかという状ែのண期が᭱もಶேの心⌮的Ᏻᐃにᙳ㡪しているこ

とが示されている。

これらのことから、㟷年期に࠾けるᜊឡ関ಀには࣏ジティࣈなഃ㠃だけでなくネ࢞ティ

。る࠼なഃ㠃がᏑ在するといࣈ

���ᜊឡ౫Ꮡഴྥに㛵ࡿࡍ研究

ᜊឡ౫Ꮡഴྥとは「ᜊឡ関ಀにある異性に自ᕫを≛≅としてඃ先し、過ᗘに⊂༨しようと

したり、性行動を㔜視しそれにἐ㢌するという౫Ꮡഴྥ、ᜊேのᏑ在を活力や心のᨭ࠼とす

る౫Ꮡഴྥ」のことである(ఀ⚟ら㸪2008)。ᜊே࡬の౫Ꮡ性のあり᪉として「౫Ꮡḧồ」「౫

Ꮡᣄྰ」「୙㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」「㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」の 4 つのせ⣲がᏑ在する（⏣中㸪2009)。
ఀ⚟ら（2008）によれࡤ、ᜊឡ౫Ꮡഴྥにはྰᐃ的ഃ㠃だけでなく、「⢭⚄的ᨭ࠼」とい

う、ᜊேのᏑ在が自身のྥ上や活力に⧅がるといった⫯ᐃ的なഃ㠃がᏑ在することが示၀

されている。一᪉で、パートࢼーがいることでᏳ心・Ᏻᐃするといった⫯ᐃ的な౫Ꮡも、あ

まりにそれらが過๫な場合、自身の生活や心身の೺ᗣが⬣かされる༴㝤性があることも᫂

らかにされてきた。

これらのことから、過๫なᜊឡ౫Ꮡは心身にネ࢞ティࣈなᙳ㡪をཬࡰすこと、ᜊឡ౫Ꮡഴ

ྥには࣏ジティࣈなഃ㠃とネ࢞ティࣈなഃ㠃があること、౫Ꮡのあり᪉は౫Ꮡをᮃࡴかᣄ

ྰするかというഃ㠃、その౫Ꮡのあり᪉が㐺ᛂ的か୙㐺ᛂ的かのഃ㠃もᏑ在することが示

されてきた。これらのことから、౫Ꮡの様┦は多様であることが分かる。

���ᑐேⴱ⸨᪉␎ࡀ㛵ಀ性にཬࡍࡰᙳ㡪

ᑐே葛藤᪉略とは、ᑐே葛藤が生じた時に解決するためのఱらかの行動のことである（ఀ

藤㸪2006）。ྂᮧ（2007）の研究では、ᜊேとの関ಀに࠾いてᑐ話᪉略は関ಀの࣏ジティࣈ

なኚ໬をಁ㐍し、ネ࢞ティࣈなኚ໬をᢚไすること、回㑊᪉略やㆡ歩᪉略はネ࢞ティࣈなኚ

໬をಁ㐍することが示၀されている。
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また、周ら（2017）の研究では、ኵ፬関ಀに࠾いて、回㑊᪉略やᨷᧁ᪉略の౑⏝ᗘが㧗い

ことは⤖፧の㉁をప下させ、ᑐ話᪉略の౑⏝ᗘが㧗いことは⤖፧の㉁のྥ上させることが

示されている。

これらのことから、ᑐே葛藤᪉略のあり᪉がኵ፬や࢝ップルのそのᚋの関ಀ性にᙳ㡪す

ることが᫂らかにされている。

���ᜊឡࢪ࣮࣓࢖に㛵ࡿࡍ研究

㔠政ら(2001)の研究では、᭱ もぶしい異性との関ಀがぶᐦなே࡯どᜊឡにᑐして࣏ジティ

なイメージをᢪきやすいということが示၀され、ᜊឡにᑐするイメージは現在᭱もぶしࣈ

い異性との関ಀ性によって異なることがᣦ᦬されている。

また、ᢡ➟(2022)の研究では、ᜊឡイメージのࡦとつである「ᡂ㛗」は、本来感と自ᕫ⫯

ᐃ感とそれࡒれ関連があることが示されている。加࠼て、自ᕫにᑐして⫯ᐃ的で、ዲましく

思うようなែᗘや感情を持つためには、௚者との関ಀ性が大切な視点になるということが

᫂らかにされている。

これらのことから、ᜊឡイメージは᭱もぶしい異性との関ಀ性のᙳ㡪をཷけること、ᜊឡ

イメージが自ᕫᴫᛕにᙳ㡪することが示されている。

���ᮏ研究の┠的

以上より、HSPの≉ᚩが示され、HSPは௚者とのかかわりの中でẼ⑂れしやすいことが

ᣦ᦬されてきた。また、㟷年期に࠾けるᜊឡの࣏ジティࣈなᙳ㡪とネ࢞ティࣈなᙳ㡪がある

ことや過ཤのᜊឡも現在のಶேにᙳ㡪を୚࠼うること、過๫なᜊឡ౫Ꮡは心身࡬のネ࢞テ

ィࣈなᙳ㡪をཬࡰすことが報告されている。さらに、ᑐே葛藤᪉略が࢝ップルのそのᚋの関

ಀ性にᙳ㡪することやᜊឡイメージについては᭱もぶしい異性との関ಀ性のᙳ㡪をཷける

ことが示されてきた。

しかし、HSPがᑐே関ಀの中でᢪ࠼るၥ題について具体的に検討した研究は見ᙜたらࡎ、

HSP の≉ᚩと㟷年期に࠾けるᜊឡの関連性やᑐே葛藤᪉略とᜊே࡬の౫Ꮡ性の関連は検討

もされていない。そこで本研究では、HSP のᜊே࡬の୙㐺ᛂ的な౫Ꮡをᢚไする、または

㐺ᛂ的な౫Ꮡをಁ㐍するᑐே葛藤᪉略について検討し、さらに、ᜊேにᑐする౫Ꮡの在り᪉

とᜊឡイメージについて検討する。

Ϫ㸬ணഛㄪᰝ

���┠的 

 本ㄪᰝで⏝いる、㟷年期に࠾けるᜊேとのᑐே葛藤᪉略についての㉁ၥ㡯目をసᡂする

ため実᪋した。

���ㄪᰝ༠ຊ⪅ 

 大学生࠾よび大学㝔生 129名をᑐ㇟にㄪᰝを実᪋した（男性 51名、女性 74名、その௚

4名、M=21.00、SD=1.31）。そのうち、「交㝿経㦂はない」と回⟅したேを㝖き、有ຠ回⟅

は 89名であった（男性 35名、女性 52名、その௚ 2名、M㸻21.13、SD㸻1.24）。
���ㄪᰝ᫬ᮇ 

2022年 9月
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���ᡭ⥆ࡁ 

Google フォームで㉁ၥ⣬をసᡂし、SNS を通じて㓄ᕸした。㉁ၥ⣬の回⟅を౫㢗する㝿

には、回⟅が任意であることやᚓられた回⟅がㄪᰝ目的以እに౑⏝されることがないこと

をㄝ᫂し、同意をしたㄪᰝ༠力者のみに回⟅をồめた。

���㉁ၥ⣬のᵓᡂ 

ート（年㱋、性ู）ࢩフェイス߇

Highly Sensitive Person Scale߈ 日本語∧ HSPS-J19（㧘ᶫ㸪2016）
：下఩ᑻᗘ「ప感ぬ㜈」「᫆興ዧ性」「美的感ཷ性」（19 㡯目、5 ௳ἲ）

現在交㝿していないが、過ཤに交㝿」「り、交㝿している࠾現在ᜊேが」：↓交㝿経㦂の有߉

経㦂がある」「交㝿経㦂はない」

けるᑐே葛藤᪉略について（自⏤記㏙）࠾ᜊேとの関ಀにߊ

���ศᯒ᪉ἲ 

 自⏤記㏙でᚓられた回⟅をもとに、ᜊேとの関ಀに࠾けるᑐே葛藤᪉略について、KJ ἲ

（ᕝ႐⏣,1967）を⏝いて分㢮を行なった。

���⤖ᯝ 

 「ᚸᚑ的ᑐฎ」「┦手ඃ先」「回㑊」「ࢡールダ࢘ン」「感情的ᑐฎ」「合⌮的ᑐฎ」の 6 ࢝

テࣜࢦに分㢮し、これらにྵまれる㡯目を本ㄪᰝに࠾ける 33 㡯目を本ㄪᰝに࠾ける㉁ၥ㡯

目とした。

ϫ㸬ᮏㄪᰝ

���┠的

 感ぬฎ⌮感ཷ性がᜊே関ಀに࠾けるᜊឡ౫Ꮡഴྥやᑐே葛藤᪉略、ᜊឡイメージに୚࠼

るᙳ㡪、ᑐே葛藤᪉略がᜊே࡬の౫Ꮡのあり᪉に୚࠼るᙳ㡪を検討することを目的として

ㄪᰝを実᪋した。

���ㄪᰝ༠ຊ⪅ 

大学生࠾よびᑓ㛛学生、大学㝔生 313 名（男性 110 名、女性 196 名、その௚ 7 名、

M=20.76、SD=1.56）のうち、交㝿経㦂が↓いே・現在の年㱋が 15～30 ṓでないே・交

㝿を⤊࠼た年㱋が「15～30 ṓ」でないேを㝖き、有ຠ回⟅は 201 名であった（男性 60
名、女性 135 名、その௚ 6 名、M㸻21、SD㸻1.59）。
���ㄪᰝ᫬ᮇ 

2022 年 12 月～2023 年 1 月

���ᡭ⥆ࡁ 

Google フォームで㉁ၥ⣬をసᡂし、SNS を通じて㓄ᕸした。㉁ၥ⣬の回⟅を౫㢗する㝿

には、回⟅が任意であることやᚓられた回⟅がㄪᰝ目的以እに౑⏝されることがないこと

をㄝ᫂し、同意をしたㄪᰝ༠力者のみに回⟅をồめた。

���㉁ၥ⣬のᵓᡂ 

ート（年㱋、性ู）ࢩフェイス߇

Highly Sensitive Person Scale߈ 日本語∧ HSPS-J19（㧘ᶫ㸪2016）
：下఩ᑻᗘ「ప感ぬ㜈」「᫆興ዧ性」「美的感ཷ性」（19 㡯目、5 ௳ἲ）

の౫Ꮡ性ᑻᗘ（⏣中,2009）࡬ᜊே߉
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：下఩ᑻᗘ「౫Ꮡḧồ」「౫Ꮡᣄྰ」「୙㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」「㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」からᅉᏊ

㈇Ⲵ㔞が大きいものをそれࡒれ 5㡯目、ィ 20㡯目౑⏝した（20㡯目、5௳ἲ）。

交㝿経㦂の有↓と交㝿期㛫、交㝿⤊஢時の年㱋ߊ

：「現在ᜊேが࠾り、交㝿している」「現在交㝿していないが、過ཤに交㝿経㦂がある」

「交㝿経㦂はない」

けるᜊேとのᑐே葛藤᪉略ᑻᗘ（ணഛㄪᰝからసᡂ）（33㡯目、5௳ἲ）࠾㟷年期にߋ

ᜊឡイメージᑻᗘ（㔠政㸪2002）ߌ
：下఩ᑻᗘ「大切・ᚲせ」「็㑣的・௜加౯್」「┦஫関ಀ」「⊂༨・᮰⦡」

「⾪動・┣目的」「⊩身的」「ᡂ㛗」（28㡯目、5௳ἲ）

���ศᯒ᪉ἲ 

㟷年期に࠾けるᜊேとのᑐே葛藤᪉略についてᅉᏊ分ᯒを行なった。そのᚋ、仮ㄝࣔデ

ルᅗ（ᅗ㸯参↷）に基づいてステップワイࢬἲによる㔜回ᖐ分ᯒを行い、それらの⤖ᯝの

ண のඖに、共分ᩓᵓ㐀分ᯒを行なった。

ᅗ � ௬ㄝࣔࣝࢹᅗ

Ϭ㸬⤖ᯝ

���㟷ᖺᮇにࡿࡅ࠾ᜊேとのᑐேⴱ⸨᪉␎についてのᅉᏊศᯒ

㟷年期に࠾けるᜊேとのᑐே葛藤᪉略 33㡯目について、᭱ᑬἲプࣟマッࢡス回㌿による

ᅉᏊ分ᯒを行なった。ᅉᏊ㡯目の㑅ᐃでは、各ᅉᏊ࡬のᐤ୚⋡が.35以上であること、௚の

ᅉᏊ࡬のᐤ୚⋡が.30より小さいことを᮲௳とし、ᅉᏊ分ᯒを⧞り㏉し行なった。その⤖ᯝ、

᭱⤊的に 16㡯目から 4つのᅉᏊがᚓられた。ᚓられたᅉᏊᵓ㐀を表㸯に示す。

 ➨ 1ᅉᏊには、「෭㟼に話し合う」「஫いが⣡ᚓする点をᶍ⣴する」「஫いのẼ持ちを⌮解

しようとする」「話し合いの場を設ける」「஫いのၥ題点を出し合う」という㡯目でᵓᡂされ

て࠾り、ᜊேとの㛫で生じた葛藤を解決するために✚ᴟ的に行動する様Ꮚから、「✚ᴟ的ᑐ

ฎ」と࿨名した。

 ➨ 2ᅉᏊは「ఱ事も↓かったかのように᣺る⯙う」「ఱも言わࡎにᡃ៏する」「本㡢にẼ௜

かれないように᣺る⯙う」「自分の中だけでၥ題をฎ⌮する」という㡯目からᵓᡂされて࠾

り、ᜊேとの関ಀに࠾いてၥ題のᏑ在が㢧在໬することをᜍれ、ၥ題に言ཬしない様Ꮚから、

「ၥ題言ཬ回㑊」と࿨名した。

 ➨ 3ᅉᏊは「連絡をῶらす」「ᜊேと㊥㞳を⨨く」「⣲っẼないែᗘをとる」という㡯目か

らᵓᡂされて࠾り、ᜊேとのかかわりをᢚไするための行動をしている様Ꮚから「࣑ࢥュニ
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。ン回㑊」と࿨名したࣙࢩーࢣ

 ➨ 4ᅉᏊは「とりあࡎ࠼自分がㅰる」「┦手の意見にᚑう「ᜊேを่⃭しないようにする」

「┦手のᶵ᎘がな࠾るまでᚅつ」という㡯目からᵓᡂされて࠾り、ᜊேを᭱ඃ先し、ᚑᒓ的

なែᗘを示す様Ꮚから「ᚑᒓ的ᑐฎ」と࿨名した。

 なࣟࢡ、࠾ンバッࢡの ǂಀ数は「✚ᴟ的ᑐฎ」が.817、「ၥ題言ཬ回㑊」が.803、「࣑ࢥュ

ニࢣーࣙࢩン回㑊」が.690、「ᚑᒓ的ᑐฎ」が.668であった。

⾲㸯 㟷ᖺᮇにࡿࡅ࠾ᜊேとのᑐேⴱ⸨᪉␎についてのᅉᏊศᯒ㸦᭱ᑬἲࢫࢡࢵ࣐ࣟࣉᅇ㌿㸧
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���ឤぬฎ⌮ឤཷ性とᑐேⴱ⸨᪉␎ࠊᜊឡ౫Ꮡഴྥࠊᜊឡࢪ࣮࣓࢖の㛵㐃について

ணഛ分ᯒとして実᪋した㔜回ᖐ分ᯒの⤖ᯝをもとに、Amos を⏝いて、Highly Sensitive 
Person Scale 日本語∧ HSPS-J19、ᜊே࡬の౫Ꮡ性ᑻᗘ、ᜊឡイメージᑻᗘの㸱つのᑻᗘ

と、㟷年期に࠾けるᜊேとのᑐே葛藤᪉略の関連ࣔデルのᵓ㐀をヨみた。ࣔ デルの各㐺合ᗘ

ᣦᶆは、㹶 ²(22)=21.189(p=.509)、GFI=.977、AGFI=.953、CFI=1.000、NFI=.955、

RMSEA=.000、AIC=67.608 であった。᭱⤊的なࣔデルをᅗ２に示す。

ᅗ㸰 ඹศᩓᵓ㐀ศᯒにࡗࡼてᚓらࢀた᭱⤊ࣔࣝࢹ㸦ㄗᕪኚᩘࡣ┬␎㸧 

ϭ㸬考察

「᫆興ዧ性」「ప感ぬ㜈」からᵓᡂされる『感ぬฎ⌮感ཷ性』は「౫Ꮡḧồ」「㐺ᛂ的౫Ꮡ

様ᘧ」「୙㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」からᵓᡂされる『ᜊឡ౫Ꮡഴྥ』にṇのᙳ㡪を୚࠼ていた。す

なわち、ネ࢞ティࣈなᩄ感さが㧗い࡯ど、ᜊឡ౫Ꮡഴྥがಁ㐍されることが示された。HSP
はネ࢞ティࣈなᩄ感さにより、心⌮的に㈇ᢸを感じるᶵ会が多いと⪃࠼られる。そのため、

่⃭から自分をᏲるためにᜊேにᑐして㐨具的なຓ力をồめることや、心⌮的なຓ力をồ

めるといったことに⧅がりやすく、ᜊឡ౫Ꮡഴྥがಁ㐍されるのではないかと⪃࠼られる。

また、「᫆興ዧ性」は「୙㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」にṇのᙳ㡪を୚࠼ていた。すなわち、่⃭࡬

の⪏性がᙅいことは、分㞳୙Ᏻからᜊேにᑐしてᚑᒓ的で⊩身的なែᗘをとる୙㐺ᛂ的な

౫Ꮡをಁ㐍することが示された。᫆興ዧ性が㧗いேは௚者の様Ꮚにᩄ感であることが⪃࠼

られることから、「ᜊேのᶵ᎘をうかがって行動する」といった୙㐺ᛂ的な౫Ꮡのあり᪉に

つながりやすいと⪃࠼られる。加࠼て、HSP は自ᑛ感情がపいことから（上㔝ら㸪2020)、
自分に自ಙを持つことにᅔ㞴さがあり、ᜊேと㞳れることに୙Ᏻを感じやすく、୙㐺ᛂ的な

౫Ꮡに⧅がるということも᥎ᐹされる。ḟに、「୙㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」はᜊឡイメージである

「⊂༨・᮰⦡」にṇのᙳ㡪を୚࠼ていた。すなわち、ᜊேにᑐするᚑᒓ的で⊩身的なែᗘは、
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ᜊឡは౫Ꮡ・᮰⦡をしてしまうものであるといったイメージをಁ㐍することが示された。

「୙㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」は分㞳୙Ᏻによる౫Ꮡのあり᪉であり、分㞳୙Ᏻによってᜊேを⊂༨

したいといったイメージにつながりやすいのではないかと⪃࠼られる。

一᪉、「ప感ぬ㜈」は「࣑ࢥュニࢣーࣙࢩン回㑊」というᑐே葛藤᪉略にṇのᙳ㡪を୚࠼

ていた。すなわち、感ぬの過ᩄ性の㧗さはᜊேとの葛藤場㠃に࠾いて、࣑ࢥュニࢣーࣙࢩン

を㑊けることをಁ㐍することが示された。ᜊேとのᑐே葛藤発生時は自分の感情のᦂらࡂ

など、あらࡺるኚ໬が発生する。そのため、HSP はᑐே葛藤発生時に㉳こるあらࡺる่⃭

によって୙ᛌなẼ分になりやすく、่⃭から自分をᏲるためにᜊேとの࣑ࢥュニࢣーࣙࢩ

ンを回㑊すると᥎ᐹされる。また、HSP は情報をᚭᗏ的にฎ⌮するとこࢁに≉ᚩがあるこ

とから（Aron,2002）、ᜊேとの㛫で生じたᑐே葛藤について思⪃するために࣑ࢥュニࢣー

、については「ン回㑊ࣙࢩーࢣュニ࣑ࢥ」。られる࠼⪄ンを回㑊しやすいということもࣙࢩ

「㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」に㈇のᙳ㡪を୚࠼ていた。すなわち、ᑐே葛藤が生じた㝿にᜊேとのࢥ

࣑ュニࢣーࣙࢩンを回㑊することは、ᜊேのᏑ在によりᏳ心感をᚓる㐺ᛂ的な౫Ꮡの在り

᪉をᢚไすることが示された。加࠼て、「㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」は「ᡂ㛗」というᜊឡイメージ

にṇのᙳ㡪を୚࠼ていた。すなわち、ᜊேのᏑ在によりᏳ心感をᚓる౫Ꮡの在り᪉は、ᜊឡ

はᡂ㛗するᶵ会であるというᜊឡイメージをಁ㐍することが示された。

さらに、「ᚑᒓ的ᑐฎ」は「୙㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」にṇのᙳ㡪を୚࠼ていた。すなわち、ᜊ

ேの意見や様Ꮚにᚑう᪉略は、ᜊேにᑐしてᚑᒓ的で⊩身的なែᗘをとる୙㐺ᛂ的な౫Ꮡ

をಁ㐍することが示された。関ಀ性は࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンの✚み㔜ࡡによるものである。そ

のため、ᑐே葛藤発生時という㔜せな場㠃に࠾いて、ᜊேの意見や様Ꮚにᚑうという᪉略を

⏝いるഴྥがあることは、ᜊேにᑐしてᚑᒓ的な「୙㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」という関ಀ性に⧅が

りやすいと᥎ᐹされる。

Ϯ㸬⥲ྜ考察

���ᮏ研究のᡂᯝと意義

本研究では、HSP ഴྥに╔目し、感ぬฎ⌮感ཷ性がᜊឡ౫Ꮡഴྥやᑐே葛藤᪉略、ᜊឡ

イメージに୚࠼るᙳ㡪や、どのようなᑐே葛藤᪉略がᜊேにᑐする㐺ᛂ的な౫Ꮡのあり᪉

につながるのかについて検討してきた。以下に、本研究で᫂らかになったことを㏙࡭る。

まࡎ、ணഛㄪᰝཬびᅉᏊ分ᯒの⤖ᯝから、㟷年期に࠾けるᜊேとのᑐே葛藤᪉略に「✚ᴟ

的ᑐฎ」「ၥ題言ཬ回㑊」「࣑ࢥュニࢣーࣙࢩン回㑊」「ᚑᒓ的ᑐฎ」の 4つに分㢮されるこ

とが示された。これにより、㟷年期に࠾いては✚ᴟ的に葛藤を解決する᪉略の௚に、葛藤に

ついて言ཬすることを回㑊し、ᜊேにᑐしてᚑᒓ的になるなど、葛藤を解決することよりも

ᜊேとの関ಀを⥔持することをඃ先する᪉略も⏝いられることが示された。

 ḟに、共分ᩓᵓ㐀分ᯒによるࣔデルより、「᫆興ዧ性」と「ప感ぬ㜈」からᵓᡂされる『感

ぬฎ⌮感ཷ性』は「౫Ꮡḧồ」「㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」「୙㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」からᵓᡂされる『ᜊ

ឡ౫Ꮡഴྥ』をಁ㐍することが示された。このことから、HSP が持つネ࢞ティࣈなᩄ感さ

はᜊேに心⌮的・㐨具的なຓ力をồめることにつながりやすいということが᫂らかとなっ

た。また、『感ぬฎ⌮感ཷ性』の中でも≉に、「᫆興ዧ性」は「୙㐺ᛂ的౫Ꮡ様ᘧ」をಁ㐍す

ることから、HSP が持つᩄ感さがᜊឡ౫Ꮡഴྥをಁ㐍するという᪂たな知見がᚓられたと

い࠼る。
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 ḟに、感ぬの過ᩄさを表す「ప感ぬ㜈」がᜊேとのᑐே葛藤発生時に࣑ࢥュニࢣーࣙࢩン

を回㑊することをಁ㐍し、࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンを回㑊することで㐺ᛂ的な౫Ꮡのあり᪉か

ら㐲ざかるということが示された。㐺ᛂ的な౫Ꮡは、ᜊឡは自分をᡂ㛗させるᶵ会であると

ᤊ࠼ᜊឡイメージをಁ㐍することが示されているため、HSP は࣏ジティࣈなᜊឡイメージ

をᢪきづらいྍ⬟性があるとい࠼る。これらの関連が見られたことは、情報ฎ⌮が῝い HSP
にとって、ᑐே葛藤発生時に┦手と࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンをとることのᅔ㞴さを示したと⪃

。る࠼のᑐฎ行動を検討する上で一ຓとなるとい࡬けるᅔり感࠾られ、HSPのᑐே関ಀに࠼

᭱ᚋに、ᑐே葛藤発生時にᜊேにᚑᒓ的になることによって୙㐺ᛂ的な౫Ꮡがಁ㐍され

るということが示された。このことは、ᜊேとのᑐே葛藤発生時に࠾いて、どのᑐே葛藤᪉

略を⏝いるかということがᜊឡ౫Ꮡഴྥという㠃で関ಀ性にᙳ㡪することを示၀したとい

。る࠼

本研究では≉に、HSP が持つᩄ感さが୙㐺ᛂ的な౫Ꮡをಁ㐍することや、ᑐே葛藤᪉略

がᜊឡ౫Ꮡഴྥというഃ㠃で関ಀ性にᙳ㡪することを᫂らかにすることができたという点

で、知見がᑡない HSPのᑐே関ಀに関する研究に࠾いて意義がある。

���⮫ᗋ࡬の♧၀

ᜊேとの㐺ᛂ的な౫Ꮡ関ಀをᵓ⠏していくためには、ᑐே葛藤発生時にᜊேとの࣑ࢥュ

ニࢣーࣙࢩンをῶらさないということが有ຠであると⪃࠼られる。例ࡤ࠼、ᜊேとの㛫で葛

藤が生じていたとしても、「࠾はよう」「࠾やすみ」などのᣵᣜの連絡は᭱ప㝈行うことがᮃ

ましい。また、ᜊேにᚑᒓ的になることで葛藤を解決しようとせࡎ、自ᕫ主ᙇを行なうこと

も有ຠであると⪃࠼られる。

HSP は┦手に≀事をఏ࠼ることにᅔ㞴さをᢪ࠼ているྍ⬟性があるため、ఏ࠼たいこと

を᭩き出してから自ᕫ主ᙇを行なうことや、┦手の意見に㈶同できる時には「まࡎは㢔いて

みる」といった、㠀言語的な表現を⏝いることから実践することが有ຠである。

���ᮏ研究の㝈⏺とㄢ㢟

本研究では、どのようなᑐே葛藤᪉略を⏝いるഴྥがᜊឡ౫Ꮡഴྥにつながるかという

ことを検討して࠾り、┦手が⏝いるᑐே葛藤᪉略については╔目していない。ྜྷ Ἴ(2020)で
は、ᜊேとのᑐே葛藤発生時に࠾いて、「ᜊேにᑐする感情的な主ᙇがあったとしても、┦

手がཷ容的であった場合や、一᪦ⴠち╔いたᚋ、歩みᐤりができた場合には࣏ジティࣈなプ

り、┦手の⏝いるᑐே葛藤᪉略によって関ಀ性がኚ໬す࠾て࡭スに⛣行すること」を㏙ࢭࣟ

るྍ⬟性が示されている。関ಀ性は࣑ࢥュニࢣーࣙࢩンの⵳✚によるものであるため、ある

ᑐே葛藤᪉略を⏝いた時の┦手の཯ᛂや┦手が⏝いるᑐே葛藤᪉略についてもྵめて検討

することができれࡤ、より実ែに合った知見がᚓられるだࢁう。

また、本研究ではㄪᰝᑐ㇟者の交㝿期㛫や関ಀ㐍ᒎᗘによるᙳ㡪については↔点をᙜて

ていない。㔠政(2002)は᭱もぶしい異性との関ಀがぶᐦなே࡯どᜊឡにᑐして࣏ジティࣈな

イメージをᢪきやすいということを㏙࡭て࠾り、┦手との関ಀの㐍ᒎᗘやぶᐦ性によって

ᜊឡイメージが異なるྍ⬟性があると⪃࠼られる。また、交㝿期㛫が㛗いことから関ಀがᔂ

ቯするࣜスࢡを回㑊するためにၥ題について言ཬしない、または交㝿期㛫が㛗いからこそ

ᡂ⇍したᑐே葛藤᪉略を⏝いるなど、関ಀの㐍ᒎᗘによって⏝いられるᑐே葛藤᪉略が異
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なる場合も⪃࠼られるだࢁう。これらの点をྵめて検討することができれࡤ、関ಀ性に合っ

たᑐே葛藤᪉略を見出せるྍ⬟性がある。

HSP に関する研究は近年になってからὀ目をᾎびているため、様ࠎなほ点から研究の余

地がある。⧄⣽であるேも、そうでないேもᖾせに生きるためには「ᩄ感さ」のほ点をྵめ

た研究が㔜せとなってくるだࢁう。
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